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後書き

　本論文集に収録した論文は，2008年 3 月24日（月），25日（火）に国立民族学博物館
開催された研究フォーラム「近代社会における指導者崇拝」（代表：韓敏）で報告された
ものに基づいている。
　2 日間にわたって，民博の教員，外国人客員研究員，外来研究員および館外から計17
名の研究者が出席した。参加者は，近代の指導者個人崇拝の生成要因，崇拝の形態，そ
の行方について，東アジア，東北アジア，東欧社会及び西アフリカの事例を通して，活
発な議論が行われた。特に中牧弘允先生，佐々木史郎先生，横山 子先生，思沁夫先生
と井上まどか先生が個人崇拝と社会制度，新しい国民文化，あるいは人民文化との関連
性，社会主義遺産の扱い方，宗教信仰との関連性，指導者の人格とそのカリスマ性，崇
拝の地域性と階層性などの諸問題について有益なコメントをくださった。これらの議論
とコメントは，言うまでもなくわれわれにとって今後取り組むべき重要な課題である。
　研究フォーラム開催の段階から刊行に至るまでの長い年月の編集作業は，枝光ユミさ
んと吉村美恵子さんに手伝っていただいた。大阪大学大学院生の徐素娟さんは当日の通
訳のみならず、後の中国語論文も翻訳してくださった。小長谷有紀先生と黒田悦子先生
からは研究フォーラムの実施と本の編集についてアドバイスをいただき、また本館編集
室の古口順子さんには本書の出版に尽力していただいた。
　研究フォーラムの開催と本書の出版にさまざまな形でご支援いただいたすべての方々
に，この場を借りて謝辞を述べたい。

 編者　韓　　敏
 2015年 2 月16日



 　　3‒3　無国籍状態として生きること　

119

付録
研究フォーラム参加者とプログラム

時間：2008年 3 月24日（月）～25日（火）
場所：国立民族学博物館　第6 セミナー室

24日（月）
13：30‒13：40 趣旨説明：韓敏（民博）
13：40‒14：40 発表：陳縕茜Chen Yunqian（中国・南京大学歴史学部）
    中華民国の国民国家の建設過程における孫文の個人崇拝
     The Cult of Sun Yat-sen in the Progress of Constructing Nation-state in 

Republic of China

14：40‒15：10 コメント：韓　敏
   質疑応答
15：10‒15：30 休憩
15：30‒16：30 発表：Nasan Bayar（中国・内蒙古大学民族学・社会学学院）
    ネーションとエスニック英雄としてのソホバトルとウランフ
    ―比較の視点
     Suhebaatar and Ulanhu as National/Ethnic Heroes: A Comparative 

Perspective

16：30‒17：30 コメント：思沁夫（大阪大学）
   質疑応答
25日（火）
10：00‒10：50 発表：韓敏
    近現代中国における毛沢東の象徴的意味
    Symbol Meanings of Mao Zedong in Modern China

10：50‒11：10 コメント：佐々木史郎（民博）
   質疑応答
11：10‒12：00 発表：新免光比呂（民博）
     コドレアヌとチャウシェスク
    ―ルーマニアにおける指導者崇拝の系譜
    Codreanu and Ceausescu―The Personal Worship of Leaders in Romania

12：10‒12：40 コメント：井上まどか（成城大学）
   質疑応答
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12：40‒14：00 休憩
14：00‒14：50 竹沢尚一郎（民博）
    独立後西アフリカの指導者崇拝
    Personal Worship of Leaders of the Independence of West Africa

14：50‒15：20 コメント：新免光比呂
   質疑応答
15：20‒15：40 休憩
15：40‒17：00 総合討論（司会：新免光比呂）
   コメント：中牧弘允

参加者
（館内）
韓　敏   民族社会研究部・准教授
新免光比呂 民族文化研究部・准教授
竹沢尚一郎 民族文化研究部・教授
中牧弘允  民族文化研究部・教授
佐々木史郎 研究戦略センター・教授
ナサンバヤル 外国人研究員（内蒙古大学民族学与社会学学院民族学系・教授）
横山廣子  民族社会研究部・准教授
楊国才   外国人研究員（雲南民族大学・教授）
川口幸大  機関研究員
那沁   外来研究員
永花   外来研究員
陳夏晗   総合研究大学院大学・院生

（館外）
陳蘊茜   中国・南京大学歴史学部・准教授
井上まどか 成城大学・非常勤講師
エルデンチロ 京都大学・研究生
徐素娟   大阪大学・博士課程院生
思沁夫   大阪大学・サスティナビリティ・サイエンス研究機構・特任研究員
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